
〈中学校道徳部会 〉

研究主題

「生 きが いの追求力 」 を高 め る指 導 の充実

一 自己実 現へ の意欲 、望 ま しい勤労観 をは ぐ くむ ため に 一

研究の概要

戦 後60年 目の節 目の年 に 当た り、本年度 は、戦 後 の価 値観 や社 会状 況 の変遷 を改 め

て振 り返 り、未 来 に 向け ての教 育 の方 向性 を発 信す る契機 .とな る年 と考 え る。

子 どもた ちの 学力や 心 の問題 は国家挙 げての課題性 を もったテー マ で あ り、社会 的 な

問題 と して は 『ニー トNEET』 と呼 ばれ る若 者等の 増加 な ど、 自己の 生 きる 目的を 見

失 った り勤 労に対す る関心 や意欲 をもち得な い青少年 の課 題が あ る。

そ こで、道 徳 の時 間 にお い て 、 自己実現へ の意欲や 望 ま しい勤 労観 を主題 と して取 り

上 げ 、道 徳 的価値 の 自覚 を よ り深 める資料や発 問 の検 討等 、生徒 の価 値 観 をは ぐ くむ指

導法 を開発 し、生徒 の 「生 きが いの追求 力」 を高め る教育 の充 実に資す るb

1研 究 の 目的

道徳 の 時 間にお け る内容 項 目1-(5)〔 自己の 向上 ・個性 伸 長〕 及 び4-(5)〔 勤 労 の 尊

さ ・奉 仕 の精神 〕 を 取 り上 げ、指 導過 程や発 問 、あ るいは 資料 提示 の 工夫 な ど通 して 、 生徒

の 「生 きがい の追 求力 」 を高 め る上 での、効果 的な指 導法 の 開発 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

1道 徳 の 時間 で 「生 きが い の追求 力」 をは ぐくむ こ との意 義 と、全教 育活 動にお け る位 置 付

け を明確 に し構造 図 と して示 した。

2自 己実現 へ の意欲 や 望 ま しい勤 労観 をは ぐ くむ道徳 の時 間 を展開す るた あに、生徒 の 多様

な考 えを 引き 出す 指導 法 を工夫 した。

3生 徒 の 実態や 生 徒 の生 き方 へ の関心 に こた える発 問 、生 徒 の 興味 を喚起 す る導 入等 、本研

究 主題 に迫 る道徳 授業 の開発 をすす め、 「生 きがい の追求 力」 を高め る主題 を構想 した,

皿 研 究 の 内 容

1研 究 の基本 的考 え方

(1)社 会的背 景 と生徒 の実 態

『ニー トNEET』 とは 、若年 無 業者 問題 に悩 む英 国で使 われ る 「N。tinEducation,

EmploymentorTraining」 の頭 文 字 をっ なげた略称 で 、通 学 も仕 事 も職 業 訓練 も して い ない

若 者 た ちを さす。 厚 生労 働省 が2005年 の7月 に発 表 した 「05年版 労働 経 済 白書」 に よ る と、

2004年 のニ ー トに相 当す る若 年 無 業者 は、64万 人 と3年 連 続 の高水 準 で ある。 また 、内 閣府

の全 国20歳 以上3S歳 未 満 の男 女1849人 を対 象 に した 「03年若年 層 の意識 実態調 査」に よる と、

仕 事 に就 くにあた り重視 して い る項 目 と して 「収 入」 「勤 務 地」 「や りがい1「 業務 内容 」 「安

定 性」 の 順 に割 合が 高 く、 さ らに 同調査 に よ ると、パ ー ト、 アルバ イ ト等 の フ リー ター と呼

ばれ る若 者 は 「将 来 に不 安 が あ る」 「仕事 が 面 白 くな けれ ば 辞 めれ ば よい」 と考 えて い る.
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内閣府 「03年若年層の意職実態調査」 よ り(全 国20歳 以上35歳 未満の男女1849人 を対象)

問 い 「あなたは仕事 に就 くに あた りどの よ うなことを重視 していますか 、または量視 しま したか。」

・右 グラフは

回答 を示す

(3項 目以内にO)

一 方
、 中学 生 の現状 を考 えてみ る と、職 業観 が多様 で ある こ と とともに、漠然 と した希 望

は あ る もの の 、現 実的 な問題 と して と らえ られ て いな か った り、希 望を実 現 させ て い くた め

の 通過 点 にあ る努 力や 忍耐 を 自己の 問題 と して と らえる こ とが で きてい ない と判 断 で き る。

また 、夢や 希望 を ど うや ってつ かん で い くのか 、そ の方 法 を見 出せず 、必 死 に悩 ん で葛藤

して い る生徒 の姿 も浮 かん で くる。そ の よ うに悩み葛藤 して い る生 徒た ちは 、教師や 大 人 に、

生 き方 につい ての指導 を求 めて い る と考 え られ る。

(2)「 生 きが いの追求 力」 につ いて(構 造 図参照)

本 部会 で は、生徒 一 人一 人 が、 「自分 自身 を見 つめ 、将 来何 をや りた いか 、その 為 に現 在

ど う努 力すべ きか を考 え、勤 労の尊 さや意 義 を理 解 し、望 ま しい職 業観 を身に付 け、 自己の

向上 を図 り、 充実 した生 き方が で きる よ うなカ」 を 「生 きが いの追 求 力」 と定義 した。

「生 きが い の追求力 」 は、 学校 の全教 育活動 を通 じては ぐ くまな けれ ばな らない。 実 際 、

職 業 に対す る知識 理解や 職 業観 の 醸成 、選 択 能力 の育成 は 、各教科 、特 別 活動 、総合 的 な学

習 の 時 間を含 むす ぺ て の教 育 活動 にお い て行 われ てい る。 ま た、生徒 自身 の能力 、個性 の伸

長 は、す べて の教 育活 動が 統合 され る こ とに よって可 能 にな る もので あ る。

そ して 、特 に道徳 の時 間 は、 人生観 の醸 成 、生 き方 を追 求す る姿勢 とい った 自己実現 へ の

意 識 付 けや意欲 啓発 に心情 面 、情 意 面で資 す る もので ある。

2内 容 項 目につい ての考 え方

「生 きが い の追求 力 」 にっ いて の指 導 は 、す べ ての 内容 項 目にか かわ るが 、本 部 会 で は 、

と りわ け 関係 の深 い もの と して、 〔内容 項 目1-(5)〕 と 〔内容項 目4-(5)〕 に視 点 を

あ て研 究 をす す めた。

(1)〔 内容項 目1-(5)〕 の指導

「中 学校 学習 指導 要領 解説 一道徳 編 一」(以 下 「解 説 」 と略記)に よれ ば、 内容 項 目1

-(5)は
、 「自己を見つ め、 自己の 向上 を図 る と ともに 、個性 を伸 ば して充実 した 生 き方
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を追 求す る.」 であ る。

人 間 は だれ で も、そ の人 間 固有 の よ さが ある。 学校 生活 の 中で 、例 えば 、学 業成績 が よか

った り、運 動が 得意 だ った り、また 、委員 や係 を積 極 的 に引 き受 け リー ダー シ ップ を発 揮 で

きた り、 ある いは 、学校 行事 で 自分 の得意 な分 野で活 躍で きた りす る生徒 た ちは、他 の生徒

か らも認 め られ 、 自らも 自信 を もって学校 生活 を送 る こ とがで きるだ ろ う。 一方 、 学級や 委

員会 、部 活 動で は あま り目立た ないか も しれ な いが、何 事 に も協力 的 で、 諸活動 の場 面 で ま

じめ に取 り組 み 、そ の集 団 に とって欠 かせ ない大 切な存在 とな っ てい る生 徒 もい る。 生徒 た

ちに 、 自分 自身 の よ さや個 性 に気付 かせ 、生 活の 多 くの場 面で 自己実 現の 可能性 が あ る こと

を 自覚 させ 、 自己の 目標 のた め に意 欲 的に努 力す る力 、生 きが い を もって 自分 を高 めて い く

能 力 を育 てた い と考 え る。

(2)〔 内 容項 目4-(5)〕 の 指導

解 説 に よれ ば 、 内容 項 目4-(5)は 、 「勤 労の 尊 さや 意義 を理 解 し、奉 仕 の精神 を もっ

て、公 共 の福 祉 と社会 の発展 に努 める。」 で ある。

勤 労 は 、 人間 生活 を成 立 させ る基 本 的な 要件 であ り、一 人一 人 が勤労 の 尊 さや その 意義 を

理 解 し、勤 労 を通 じて社会 生活 の発 展 ・向上 に貢献す る こ とが 求 め られ て い る。 勤労 には 、

自 らの 夢 や 目的 を実現 し幸 福 を追求 す る とい う側面 と、収 入に よ って生 活 を維 持 し、 勤労 に

よ って 社会 を交 えて い る とい う側面 が あ る。 中学生 は 、 自分の 目的 を実現す るた めや 、気 の

合 った 仲 間 と一緒 にす る仕 事 には意欲 的 に取 り組 む が 、共 同で 行 う仕事 や集 団 での仕 事 な ど

にっ い て は これ を疎 ん じる傾 向 もあ る。 自分 の進 路や 職 業 につ い て関 心が 高 くな って く るこ

の時 期 に 、勤 労 の尊 さや意 義 、働 くこ とへ の理解 を通 して職 業槻 をは ぐ くみ、公 共 の福祉 に

努 め よ うとす る態 度 を培 い、 生徒一 人 一人 に、将来 に 向け て勤 労 を通 して 生 きが い の あ る人

生 を切 り拓い てい こ うとす る意欲 を高 めた い と考 える。

(3)「 道 徳の 時間 」の 発問 や指導過 程 等の工夫 に閣す る基本 的 な考 え方

本 部 会 で は、 道徳 的価値 の 自覚 を深 め る道徳 の時間 を展 開す るた めに 、以下 の よ うな基本

的 な考 え方 で 、主題 を構想 し、発 問や 指導過程 等 を工夫 した。

① 学 習指 導 要領 に示 され て い る内容 に基づ きね らい を明確 にす る と ともに、生徒 の 実態 、

資料 、教材 の特性 を生 か し授 業を工夫す る。

② 生徒 の 生 き方 の 関心 に こた え る発 問を 工夫す る.

「自分 は よ りよ く生 き たい と願 い な が ら、 ど うすれ ば よいか分 か らない 、不安 で 自信

が もてな い1な ど生徒 の悩 みや願 い にこた える発 問 を 工夫す る こ とに よ り、生徒 の 気持

ち を引 きっ ける授 業を展 開す る。(※ 「友 だちが ほ しいjと い う生徒 の願 い に対 しては 、

友 だ ち がで き るた めの 方 法 を示す こ と も生徒 の生 き方 の関 心 に こた え る こ とに な る。)

③ 価 値観 の 育成 に資す る発 問 をす る。 行動化 を促す 発 問 を しない。

④ 例 えば 、 〔内容項 目4-(1)集 団の 一員 として の役割 〕や 〔内容 項 目4-(9)愛

国心 〕 な ど、現在 の生徒 の願 い か ら距 離 があ る と思 われ る主題 を扱 う場合 は 、生徒 の 心

情 に訴 えた り、将 来の 見通 しを示 した りす るな どの 工夫 が考 え られ る。

⑤ 道 徳 の時 聞 に関す る評 価 につ いて は、 学習指 導要領 に示 され てい る とお り、数値 な ど

に よる評価 は行 わず 、生徒 の道徳性 の実態 を把握 した上 で指 導 に生かす よ うにす る。
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「生 き が い の 追 求 力 」 の と ら え方 【本部会における考え方を示す構造剛

「生 きがいの追求力」 とは…

r自分 自身を見つめ、将来何 をや りたいか、その為に現在 どう努力すべきかを考え、勤労の尊 さや

意義 を理解 し、望ま しい職業観 を身に付け、自己の向上を図り、充実 した生き方ができるような力」
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勲蕪懸 趣癒蕊 、
道徳 的価値 ・生 き方 につ いての自覚 を深 める

【自己実現の啓発 】
理解 を深め、見方や考え方を養 う

自己の向上 ・個性尊重 ・役割と責任

・自己を見つめ 自己の向上を図 るとともに,個 性 を伸ば して充実 した生 き方 を追

求す る。〔1-{5)〕

・それぞれの個性や立場を尊篁 し.い ろいろなものの見方や考え方 がある ことを理

解 して.謙 虚に他に学 ぷ広い心 をもつ。 〔2-{5}〕

・自aが 量する様 々な集団の意義につ いての瑠解 を潔め,役 割 と責任を自覚 し集団

生話の向上に努 酌る。〔4-一(1))

勤労の尊 さ ・公徳心 ・国家の発展

㌃ 、 ・ 喜 ∵
一獣1喚:害 ピ運

、1・1・:.・

屠 爆 簾曝:
・趣 庶 蝋 咲 、戚 、 、蓑氏"、、 映,㌔㌧

・憎 鰍

・勤労の尊 さや意義 を理解 し,奉 仕の精神 をもって,公 共の輻祉 と社会の発展に努'

鐸涜
め る。[4-(5)〕

・公徳心及び牡 会運帯の自覚 を高め よりよい社会の実現に努め る。〔4-{3)〕

・日本人 としての自覚 をもって国壱愛 し,国 家 の兜醒に努めるとともに 優れた伝

統の継承 と新 しい文化 の創造に貢献す る。{4-{9}〕

巌 内容項 目は主な ものを例示 して あ ります。
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N指 導事例

指 導事例1〔 内容 項 目1-(5)〕 〈第1学 年〉

1主 題名 充実 した生 き方の追求

2ね らい

3資 料名

自分 に とっての充 実 した生 き方 ・生 きが いを 求 め、個性 を生 か して 自分 を伸

ぱ してい くこ とに希 望 を見出 させ る。

4資 料の概要

「ゴー ル裏 の青春 」(「中学校明 るい学級 づ く り5年 」 明治 図 書 よ り)

本 資 料 は 、 父 親 の 目を 通 して み た 息 子 の 生 き方

が 描か れて お り 途 中に息子 の作文 が挿入 され て

い る 。 今 ま で サ ッカ ー に 関 心 が なか っ た父 親 が 、

息 子 に ポ ジ シ ョ ン を 聞 く と 、 「球 拾 い さ 。」 と い う

言 葉 が 返 っ て き た。 が っ か り した 父 親 は 「勉 強 に

切 りか え た ら ど う だ 。」 と 言 っ て し ま う。 後 日 父

親 は 、 息 子 の 書 い た 作 文 を 読 み 、 息 子 の 思 いや 生

き方 を 知 っ た の だ っ た 。 作 文 の 中 の 、 息 子 の気 持

ち の 変 容 を考 え る こ とに よ り 生 徒 一 人 一 人 が 自

己 の生 き 方 を振 り返 る契 機 とな る資 料 で あ る。

文部科学省 「心 のノー ト」(中 学校)P35

5e噛 の

導

入

展

開

凸

1現 在 の 自 分 に つ い て 考 え る 。
・ 「心 の ノ ー ト1P34 ,P3

5の 「心 の 姿 勢 」 を 読 み 、 「日

ご ろ の 自 分 は 、 硝 子 窓 に ど の よ

う に 映 っ て い る の か 。」 を 考 え

て み る 。

【右 上 「心 の ノ ー ト」P35の

絵 参 照 】

2

っ い て 考 え る 。

責 糾 を 読 ん で以 下 の こ と に

(ワ ー ク シ ー トに 自 分 の 考 え を

ま と め る 。)

発 問(1)「 お れ 、 球 拾 い さ 。」

と 言 っ た 息 子 の 気 持 ち が わ か る

か 。そ れ は ど ん な 気 持 ち だ ろ う 。

発 問 〔2)「 関係 ね え よ。」 と言

った 息子 の 気持 がわか るか.そ

札は どんな気 持ち だろ う。

発 問(3)息 子 の 作 文 の後 半部 分

を 考 え て み よ う。 ま た 、f十 二

番 はおれ の 中学 時代 の勲 章な の

生'の 応(回 〉

標

な

目

・つ
、
よ

と

る

る

い

み

て

て

し

、兄
ご

考

過

乱

て

く

す

め

な

が

改

も

気

・普 段 、 自 分 の 心 が ど う 映 っ

て い る か な ん て 考 え た こ と

は な い 。

張 資 料 は、息 子 の 作

文 の 後 半部 分 を 消去

した もの老示す.

・わ か る 。 親 に 期 待 さ れ て

い る の に 恥 ず か し かoた 。

・悔 し さ を 押 し殺 し て い た 。

・ ど う せ レ ギ ュ ラ ー じ ゃ な

い と い う投 げ や り な 気 持 ち 。

・ 自 分 に 腹 が た っ た 。

・悔 し が っ て い る 自 発 を 見

せ た く な か っ た 。
・悲 し く 情 け な い 気 持 ち 。

・ ほ お っ て お い て ほ し い 。

・ 自 分 し か な い 番 号 で あ る 。
・ 何 も 恥 じ る こ と は な い ,

出 上 の 意 点

・教師の 問 いかけのみ と し、

生 徒 が 自 分 の 心 を 見 つ め る

よ う助 言す る。(生 徒 は 特 に

意見 の発 表 は しない。)

・書 く こ と が 苦 手 な 生 徒 に

対 して も 、登 場 人 物 の 心 の

動 き に つ い て 考 え て み る よ

う指 示 す る.

楽 生 徒 の 実 態 に 即 し

た 発 問 で あ るが 、 あ

る程 度 時 間 を と り.

生 徒 の 思 考 が 次 の 発

問に つ な が る よ うに

す る。
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終

末

だ。」 とい う作 文 の最 後 の行 の

勲 章 とは、何 か とい うこ とを 考

え て書い てみ よう。

崇 資 蒋にお いて、 「深め

た い道癒 的価 値に かか

わ り、生 徒 が 自分 と量 場

人物 を且 ね合 わせ て考

える こと都で きる部分」

を空 欄に して示 し、その

部分 を想 像 させ る こと

に よ り、 生 縫 の 思 考 を

促 す工夫 を した 。

3ワ ー ク シ ー ト に 自 分 の 考 え

を ま と め る 。

艶 問(4}息 子 の作文 を読ん で、

父親 が涙 を流 した こ と 〔意 味)

を考 えな が ら、 自分 が気 付 い た
こ とや 、 これ か らの 自分 の こ と

な どを ま とめて み よ う。

・ レ ギ ュ ラ ー に な れ な く て

も 大 好 き な サ ッ カ ー で み ん

な を 支 え よ う 。

・ 自 分 に と っ て 無 駄 な こ と

で は な か っ た 。

・ レ ギ ュ ラ ー で は な い が 、

十 二 番 は ぷ ん ば っ て き た 証

し だ 。

※ 生 徒 の 多 様 な 意 見

が 出た 後 に 、 資 料 の

中 で消 去 して あ っ た

部 分 の 、主 人 公 の 作

文 を 生 徒 に 示 す こ と

も考 え られ る。

・こ の 話 の 中 学 生 は 自分 と

重 な る部 分 が 多 か っ た 。 周

り と比 べ て轄 ち込 む こ と も

あ る け ど、 この 中 学 生 の よ

うに 自分 で勲 章 と言 え る こ

とを 見 付 け て 学 校 生 活 を送

りた い.

・資 料 の1空 欄 」 の 後 の 部

分 を 読 み 、 息子 の 心 の 動 き

を板 書 し ま と め る。

崇 生 徒 自身の 島 じ方

の 多様 さが あ らわ れ

部 分 な の で 、十 分 に

時間 を とる 。

崇 子 どもの成長が 大 人

に とっては うれ しい と

生捷 が気付 くよ うに 留

意す る。

・授 業 を 振 り返 っ て 、充 実
した 生 き 方 や 、 生 き が い に

ついての考 えを深 め させ る。

楽r生 きがいの追 求力」

に つ な が る発 問 で あ

る。

6評 価
・生徒 が常 に 自分 と登場 人物 とを重 ね合 わせ て考 え、感 じていた か。
・生徒 一人一 人が 、個々 の よさに気 付 き、 自己理 解 を深 めたか。
・自分 の よ さ、個性 を生か した生 き方 ・生 きが いを見 付 ける方法 を見 出せたか。

7考 察

(1)資 料の提 示

導 入 に お い て 「心 の ノー ト」 を用 い た 。 当 初 、P32・P33の 「あ な た ら し さが あ な

た の 個性 」 に該 当す る部 分 の活 用 を検 討 してい たが 、本 資 料 の導入 として は 、p34・p

35の 「心 の姿勢 」を用 い 、鏡 に映 った 自信 な さげ な 自分 の 姿 に気 付 く、 とい う記 述 を も

とに、生徒 が 「現在 の 自分 は ど う映 ってい るか」を考 え、「心 を見つ め る」きっか け と した。

ま た 、資 料 にお い て、深 めた い道 徳 的価 値 に かか わ り、生 徒が 自分 と登 場人 物 を重 ね合

わせ て 考 え る ことが で きる部分 」 を空欄 にLて 示 し、その部 分 を想 像 させ る こ とに よ り、生

徒 の思 考 を促 す 工夫 を した。

(2)発 問に つい てのヱ 夫

前 述5の 指 導 過 程 で は 、 展 開 で 発 問(1)～(3)、 終 末 で発 問(4)と な っ て い る が 、

当初 は、展 開 の部分 に発 問(4)「 息子 の作 文 を読 ん で涙 を流 した ときの父 親 の気 持 ちを考

え て み よ う。」 を入 れて いた。 しか し、実 際に授 業 を展開 し検 証 した結果 、発 問(1)及 び

発 問(2)の よ うに、 主人公 の 心情 の深 ま りに そ った発 問 を工夫 し、生 徒 たち が考 え るの

に十 分 に時 間 をか け る こ とに よ り、発 問(3)に お い て、 生徒 た ちの道徳 的価 値 の 自覚 が

深 ま った と思 われ る ワー ク シー トの記 述 が見 られ た 。 よって 、発 間(4)を 展 開 に入 れ る

と、 そ れ ま で 、 十 分 な 時 間 が か け られ な い こ と、 ま た 、 逆 に 、 発 問(1)、(2)、(3)と

十 分 な 時 間 を か け る こ とに よ っ て す で にね ら い とす る価 値 が 深 ま って い る こ とか ら 、 発 問
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(4)は 、5の 指 導過 程 で示 した とお り、終末 に入れ 、発 問 の仕方 も、 「息子 の作文 を読 ん

で 、父親 が涙 を流 したこ と(意 味)を 考 えなが ら、 自分 が気付 いた こ とや 、 これか らの 自

分 の こ とな どを ま とめて み よ う。」 に変更 した。

(3)ワ ー ク シー トについて

中学 生 とい う発 達段 階 、 あ るい は、発 言 が苦 手 な生徒 が 多 い な どの学級 の現 状 を考 えた

場 合 、 ワー クシー トの 活 用 は、生 徒 一人 一 人の 意見 を引 き出す とい う点 で きわ めて 効果 的

で あ る。 また 、指名 を受 け ワー ク シー トを も とに発表 す る生徒 の意 見 を教 師が 復 唱 し、学

級 全体 に浸 透 させ るな ど、生徒 全 員の意 見 を尊 重す る雰 囲気 を心が けた。

さ らに本部 会 で は、生 徒 の実態 に応 じワー クシー トの様式 を複 数 考案 した。 「～ の気 持 ち

が 分 か るか。」 とい う問 い に対 して 、 「よ く分 かる。」・「な ん とな く分か る。」・「あま り分 か

らな い。」・「まった く分 か らない.」 とい う選択肢 を示 し選 択 させ た 上で 、「どん な気持 ちだ

ろ う。」 とい う次 の問い に対 し文 章で書 か せ る とい うよ うに、生徒 が思 考 しやす い よ うに工

夫 した の も一つ の例 で あ る。

(4)「 生 きが いの追 求 力」 ヘ ー生 徒の 反応 か ら一

(2)で 述 べ た よ うに、 当初の指 導過 程案 で は 「息子 の作文 を読 んで 、涙 を流 した父 の気

持 ち を考 えて み よ う。」 とい う発 問だ った が 、その発 問 に対 しての 生徒 た ちの ワー クシー ト

の 記述 の一部 を参考 と して以 下に示す 。

・レギ ュラー で はないの にチー ム に尽 くそ うとす る息 子 の気 持 ちが うれ しか った
。

・三年 間 がん ば り苦 しんで い た息 子 にひ どい こ とを言 って しま った 自分 が許せ なか った 。

・サ ッカー を通 じて息子 は輝 いて いる。 その こ とに感動 した。

これ らの記 述 か らも、他 人 との 比較 にお い て では な く、 自己受 容 し、 自分 な りの 在 り方

や 生 き方 を見付 け 、前 向 きに 取 り組み 、充 実感 を得 てい る息子 に涙 す る父親 の 姿 を 、生 徒

一 人 一人 が 受 け とめ、 そ の こ とが 生徒 に とって 「生 きが い の追 求 力」 の基盤 とな る と考 え

られ る。

指導 事例2〔 内容項 目4-(5)〕<第2学 年>

1主 題名 勤 労の尊 さ

2ね らい 勤 労 の尊 さ ・働 く こ との意 味 、それ を通 して 得 られ る 「生 きがい 」 にっ い て

考 え、 目的意 識 を もち よ りよ く生 き よ うとす る積 極的 な態 度 を養 う。

3資 料 名 「あめ細 工」(「か けが えのない きみだ か ら2年 」 学習研究 社 よ り)

4資 料 の 概要

本 資 料 は 、 現 在 は まれ に な った あ め細 工 職 人 の 石 割 定 治 さん に イ ン タ ビュ ー した

記 事 を ま とめた もので あ る。 家 計 の た め に父 の見 よ う見 ま ね で 始 め 、 最 初 は 恥 ず か

しか っ た あ め細 工 とい う仕 事 だ が 、 次 第 にお も しろ さ を 覚 え、 自分 の あ め 細 工 を 見

た人 た ちが 喜 ぶ 姿 に生 き が い を感 じる よ うに な る。 ま た 、 生 徒 た ち に 、 夢 や 希 望 の

実 現 とい うこ とだ け で は な く生 活 の 糧 を得 る とい う仕 事 の 一 面 に 着 目させ 、 石 割 さ

ん の考 え方 ・仕 事 に対 す る思 い にふ れ 、働 くこ との 意 味 や 、 生 きが い の 見 付 け方 を

考 え るの に ふ さわ しい資 料 で あ る.
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5指 導過程(授 業の概要)

授 業 の事 前 に実施 した アン ケー ト{対 象 第2学 年31名)

問い 【仕 事 に就 くとき重視 しよ うと思 う条件 を3っ あげてみ よ う。】

以 下 回答{自 由記 述方 式 生徒 の記述 をも とに主 な傾 向 をま とめた もの)

内 容 人数 内 容 内 容 人数
収入 26 休 み(多 い ・一 定) 19 勤務時間が一定 10

家か ら近 い 9 安定した仕事 6 楽 しい ・面 白い 6

待遇 4 自分 に合 う 4 職場環境 3

や りがい 2 人の役にたっ 2 仕事 内容 1

学 習活 動 生徒 の反応 指導上の留意点

1事 前 ア ンケ ー ト(仕 事 を選 Oア ンケー トの調査 結果(一
ぷ と き大切 に した い条 件3 豪 ク ラ スの 人 間の 多様 覧 表 を提 示 〕 を紹 介 す る。
つ)の 結 果 を 知 る 。 な考 え方 を知 る。

導 0あ め細 工 の 実 物 を 示 す 。
2あ め細 工 とい う仕 事 つ い

て理解 す る. 0あ め細 工 とい う仕 事 につ

入 いて 簡 単 な説 明 をす る、 備

問い ・お 禁 り で 見 た こ と が あ る 。 助 資 料 配 布)ま た 、 生 徒 に
Oあ め 細 工 を 見 た こ とが あ ・身 体 的 に き つ そ う 。 この 職 業 に つ い て の 感 想 や

る か 。 ・特別 な技術が必要 で あ る。 思い をたず ね る。

3資 料 「あ め細 工」 を読み 、

話 し合 う。

(生 徒 は ワー ク シー トに 記 入

す る 。)

発 問(1}最 初 は、 恥 ず か し ・上 手 く で き る よ う に な っ O努 力 に よ り仕 事 に 対 す る

くて こ っそ り作 って い た あ め た か ら 。 自信 がっ い て き た こ と、及

細工 を、石割 さん が 「楽 しい 」 ・慣 れ た か ら 。 び 、社 会 的 に認 め られ て き

と言 え る よ うに な っ た の は な ・人 に 褒 め ら れ た か ら 。 た こ と を 押 さ え る 。

ぜ だ ろ う か 。

展
発 問(2)石 割 さん は 、 あ め ・生 活 の た め だ け に働 い て O石 割 さん の仕 事 に対 す る

細 工 には 「金 に執 着 しない人 」 い な い 婁 が 紳 士 に は う らや 誇 りや 充実感 を理解 させな
ボ 向 い て い る と い う が 、'`紳 士 ま し か っ た か ら 。 が ら、 収 入 や社 会 的 名 声 を
"が 石 割 さん の 姿 を見 て 「え ・石 割 さん が楽 しそ うに 仕 得 る こ とだ け 溺 自己 実 現 で

開 え仕 事 や っ て る な あ 」 と う ら 事 を して い るか ら。 は ない こ と を理解 で き る よ

や ま しそ うに言 っ た の は な ぜ う 促 す 。

だ ろ う か 。

選自己実現の方法が

多樺 なこ とに 気付 く。

発 問(3}「 生 き が い 」 と は ど
・ 夢 を も つ こ と 。 0石 割 さんの話 を もとに 「生

の よ うに して 見付 け る もの だ ・き っ か け は ど うで も真 剣 き がい 」 は ど うや っ て 見付

ろ う か 、 に努 力す る こ と。 け るの か を 、 生 徒 自身 が 自
・人 に 認 め ら れ る こ と 。 分 の こ とに 照 ら し合 わせ て

張 生縫の頸 いや生 き方へ ・一 っ の こ と を 根 気 よ く 続 考 え られ る よ う促 す 。

の関 心 に こた える発問 で け る こ と 。

あ る 。
・自分 自身 が が うれ し く思

え る こ と 。

終 4教 師 の 説 話 を聞 く。 ※ 「働 く こ と 」 と 「生 き が Oね らい とする道徳 的価 値
い1と に 、 深 い か か わ り が に か か わ り、 教 師 自 らの 体

末 あ る こ と に 気 付 く 。 験 を率 直 に語 る。

6評 価

・生徒 が 常 に 自分 と登場 人物 とを重 ね合 わせて考 え、感 じていたか、

・生徒 一人一 人 に、目的意識 を もちよ りよ く生き よ うとす る積極 的 な態 度 が身 に付 い たか。

・勤 労 の尊 さや 働 くこ との意 味 につ いて 考 える ことが で きたか。
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7考 察

(1)資 料 の提 示

あ め細 工 は 、最 近の 中学生 に はな じみ が薄 い と思 われ るので 、生 徒 の興 味 ・関 心 を高 め

るた めの 工夫 として、 あ め細 工 に関す る解 説 資料や 、実物 の あめ細 工 を用 意 し、生 徒 に示

した。

(2)生 徒 が主 体的 に学 習す るた めの発 間の 工 夫

生徒 の生 き方 へ の関心 に こた える質 問 と して、発 聞(3)の 「『生 きがい』 とは どの よ う

に して 見付 ける ものだ ろ うか。」 を設定 したが、発 問(3)に 対 して、生 徒一 人一 人 が 自 ら

考 え られ る よ うにす るた めに、発 問(1)及 び発 問(2)を 設 定 した。

また 、設 定 した発 問以外 に も、 実際の 授 業にお い て生 徒 の発 言や 反応 に対応 し、 補助 発

問 も挿 入 した。 以下 に例 を示す。

補助 発 問例 ①=「 アン ケー トの結果 の 一つ に(安 定 した 仕事)と あ るが 、あ め細 工 の仕 事

につ いて 、 この点 につ い ては ど うだ ろ う。」→ 生徒 の反応1「 天候 に左右 され る。」 「人 出 に

左 右 され るな ど不安 定だ。」

補助 発 問例 ②:「 石割 さん は なぜ あめ細 工 とい う仕 事 に就 い たのだ ろ うか。」(ア ン ケー ト

の結 果 と リンク させ る。)→ 生 徒 の反応:「 収入の ためで あ る 。」

補助 発 問例③1「 石割 さん のほ かに この話 に出て くる男性"紳 士"の プ ロフ ィール を想 像

してみ よ う。」→生 徒 の反応1「 オ フ ィスで事務の仕 事 を してい る。j

補助 発 問例 ④;「 収入 の安 定 した仕 事 に就 いてい る と予 想 でき る男性 が 、なぜ 石割 さんの

こ とを うらや ま し く思 うの だ ろ う。」

(3)終 末の 工夫

教 師 の説 話 を通 し、ね らい とす る道徳 的価値 につ いての 自覚 を深め た。

私 は教 師 を してい ます が 、は じめか らこの仕 事 に就 こ うと思 って いた わけで はな く、

大学 で専 門 に学 んだ こ とが生 かせ る職 業 の一つ が教師 だ った か らです 。 しか し、 い ざ

教 師 にな る とよい こ とばか りでは あ りませ んで した。 辞 めた 同僚 もい ま した が、 なぜ

か私 は辞 め よ うと思 った こ とは一度 もあ りませ んで した。 先 日デパ ー トの売 り場 で じ

っ と私 を見つ め る店員 さんが いま した。いぶ か しく思 って い る と、「先 生 です よね?」

と声 をか け られ ま した。何 年 か前 の教 え子 で した。彼 女 は どち らか とい うとま じめな

生徒 で はな く、教 師 として注 意 ばか りしていた 記憶 が よみが え りま した。 しか し、な

ぜか 温 かい気持 ちにな りま した。 こん な感 動が 味わ え るか らこそ 、私 は教 師 を続 けて

い るの です。

(4)資 料活 用の 観点

本 資料 は勤 労 の尊 さ4-(5)だ けで な く個性 の伸 長1-(5)と して の指 導 も可能 で

あ る。 この場合 進 路 学 習 との 関連性 を考慮 に入 れ 、導 入等 で職 業調 べ の感 想文 を紹 介 す る

方 法 も考 え られ る。 ま た 、石割 さん のい う 「一生 の仕 事」 とは何 か 、 とい うこ とを中心発

問 に据 え る と第1学 年 に も理解 しや す い と思 われ る。

(5)「 生 きが い の追求 力」 を高 め る授業

本 指導 過 程 の 展 開にお ける発 問(3)「 『生 きがい』 とは どの よ うに して 見付 け る ものだ

ろ うか。 」は 、 ま さに生 きが いの 追求 の仕方 を聞いて い る もので あ る。 資 料の登揚 人物 の心

情 を追 い な が ら、道 徳 的価 値 の 自覚 を深 め てい る生徒 た ち は 、 自 らの問題 として 「生 き 力監

い」 を考 える こ とが でき る。
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V研 究 の成 果 と課題

1成 果

(1)r生 きが いの追 求力」 の考 え方 を示 し、そ の必要 性 を確認 す る ことがで きた。

将 来 に対 して漠 然 とした希 望 はあ る ものの 、実現 させ て い くた め の通過 点に あ る努 力や 忍

耐 を 自 己の 問題 と して と らえ る こ とが で きなか った り、 目的 を達 成す るた めの方 法 が見 出せ

ず 葛藤 してい る生 徒た ちは、 生 き方 につい ての指 導 を求 め てい る。

そ の よ うな生 徒 た ちに対 して 、 「生 きが い の追 求力 」=「 自分 自身 を見つ め、将 来何 をや

りた い か、 その為 に現在 ど う努 力す べ きか を考 え、勤 労 の尊 さや 意義 を理解 し、 望 ま しい職

業 観 を身 に付 け 、 自己の向 上 を図 り、 充実 した生 き方 が で き るよ うな カ1を 高 める よ うな道

徳 の時 間 を展 開 し、生徒 の思 い に こた え るこ とが肝 要 であ る。

(2)r生 きが いの追 求力」 と関 連 した2つ の内 容項 目に視 点 を 当て授 業例 を示 した。

本部 会 では、 〔内容項 目1-(5)〕 「自己の向 上 ・個性 伸長 」 と 〔内容項 目4-(5)〕 「勤

労 の尊 さ ・奉 仕の精 神」の2つ の主題 に視 点 を当て、研 究 開発 を実施 した。っ ま り前 者 では 、

「自分 に とって の充実 した生 き方や 『生 きがい』 を求 め 、個性 を生 か して 自分 を伸 ば してい

く こ とに希望 を見 いだ させ る」 こ と、 後者 では 「勤労 の 尊 さや 働 くこ との意 味、そ れ を通 し
ゴ

て 得 られ る 『生 きがい 』 につ い て考 え 、 目的意識 を もち よ りよ く生 き よ うとす る積 極 的 な

態 度 を養 う」 とい う道徳 の時 間 の ね らい を 明確 に した うえで 、『ゴール 裏 の青 春』及 び 『あ

め細 工』 とい う、生徒 の多様 な価 値 観 が引 き出 され 、生徒 茄 自分 と照 ら し深 く考 え る こ とが

で き る資料 を選定 し授業 法 を検 証 した。

(3)生 徒 の生 き方 の関 心に こた え る主 題 を構 想 を し、生徒 の道 徳 的価値 の 自覚 を深 めた 。

生 徒 の悩 みや 不安 を教 師 が把握 し、生 徒 が本来 も って い る思い 、(満 足 で きる 自分 の生 き

方 を 見 出 した い。)(も っ と愛 され る人 にな りた い。)(誇 りの もて る人 にな りた い。)な ど、

心 の 奥底 に ある願 いや 、生 き方 へ の 関心 に こた える こ とが で きる よ うな資料選 択や 発 問 の工

夫 を行 った。 具 体的 には 、資 料 の 中で 、生 徒が 疑問 に思 ってい る、関 心 を もって い る 内容 に

に着 目し、登場 人物 の心情 を考 え る発 問や 、 自分の 問題 に 引 き戻す 発 問な ど、生徒 が 自 らの

思 いや 考 え を見 つ め るこ とが で き る よ うな発問 を 工夫 した。 その 際、行 動 の変容 を しい る よ

うな発 問 にな らない よ う留 意 した。 また 、 ワー クシー トを 活用 し、発 言が 苦手 な生 徒 の意 見

も含 め、生徒 が考 えを深 め られ る よ う工夫 した。

ま た、生 徒の 道徳性 の評 価 に ついて は 、一回 の授 業 ご とに評価 す るので はな く、長 いスパ

ン の 中で生 徒一 人一 人の変 容 を見て い く必 要が ある こ と、 さ らに授 業者 はその授 業 のね らい

を 達成 す るた めの指 導の 工夫(資 料 、発 問 、補 助発 問 、板 書 な ど)に つい て評価 、 改善 して

い く必 要が ある こ とを再確認 した。

こ う した取組 の結 果 、検 証 授 業 にお いて は、 ワー クシー トの記 述 、生徒 の発言 か ら、生徒

の生 きがい の追求 力が高 ま った こ とが判 断で きた、

2ま とめ と課 題

0生 徒 一人一 人が 、将来 各 自の 「生 きが い」 を もち 自己実 現 に 向けて豊 か に生 きて ほ しい と

い うの は すべ て の教 員 の願 いで あ る。 「生 き がい の追 求 力」 を は ぐ くむ こ との意 義 と、道徳

の時 間 の位 置付 け を確認 し、教科 、領域 との関連 を視 野 に入れ て取 り組む必 要が あ る。

O教 師 が 、道徳 の時 間の特 質 を理解 した うえで、授 業の ね らい を焦 点化 し、 しか も 、指導 過

程 がパ ター ン化 した り形 がい化 した りしない よ うにす るた めに は、 日ごろか ら主題 を意識 し

て 資料 の収集 にあた る他 、生 徒 の行 動の 奥 にあ る 「願 い 」や 「関心」 を把握 し、それ に こた

える授 業 を構成 で き るよ う継 続 的 な検 討や 協議 が必要 で ある.
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